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令和２年５月15日

各 位

会社名 ユニデンホールディングス株式会社

代表者 代表取締役会長 藤本 秀朗

（コード番号 6815 東証第１部）

問合せ先 財務経理部 金城 一樹

（TEL：03-5543-2812）

(((((訂正訂正訂正訂正訂正)))))「「「「「平成平成平成平成平成3333311111年年年年年３３３３３月月月月月期期期期期 第第第第第３３３３３四半期決算短四半期決算短四半期決算短四半期決算短四半期決算短信信信信信〔〔〔〔〔日本基日本基日本基日本基日本基準準準準準〕〕〕〕〕(((((連結連結連結連結連結)))))」」」」」ののののの

一部訂正について一部訂正について一部訂正について一部訂正について一部訂正について

当社は、平成31年２月12日に発表した「平成31年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」につい

て訂正がありましたので、お知らせします。

　

記

１．訂正内容と理由

訂正内容と理由につきましては、別途、本日（令和２年５月15日）付「過年度の有価証券報告書等及び決算

短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

２．訂正箇所

訂正の箇所には を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、訂正後のみ全文を記載しております。

以 上
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（訂正後）

平成31年３月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成31年２月12日

上 場 会 社 名 ユニデンホールディングス株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 6815 URL http://www.uniden.co.jp

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 早嵜 英二

問合せ先責任者 (役職名) 財務経理部 部長 (氏名) 菊本 正司 (TEL) 03-5543-2812

四半期報告書提出予定日 平成31年２月13日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無
(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 16,062 34.7 1,856 6.8 1,909 6.1 1,233 △19.0

30年３月期第３四半期 11,928 22.5 1,738 73.9 1,799 96.0 1,522 104.9

(注) 包括利益 31年３月期第３四半期 1,626百万円( 4.5％) 30年３月期第３四半期 1,709百万円( 174.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 209.73 －

30年３月期第３四半期 258.89 －

※当社は、平成30年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の
期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算出しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 36,985 30,200 80.0

30年３月期 36,969 28,869 77.3
(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 29,580百万円 30年３月期 28,561百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00

31年３月期 － 0.00 －

31年３月期(予想) 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

※当社は、平成30年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成31年３月期
(予想)の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式併合を考慮した金額を記載しております。株式併合を

考慮
しない場合の平成31年３月期の１株当たり期末配当金は５円00銭となります。詳細につきましては、「業績予想

の適
切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,330 100.3 4,040 102.6 4,010 103.5 2,650 49.9 450.49

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

※平成31年３月期の業績予想(通期)における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しており
ます。株式併合を考慮しない場合の平成31年３月期の業績予想(通期)における１株当たり当期純利益は45円04銭

とな
ります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社 (社名) －　 、除外 －社 (社名) －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 6,313,964株 30年３月期 6,313,964株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 432,665株 30年３月期 432,139株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 5,881,621株 30年３月期３Ｑ 5,882,520株

※当社は、平成30年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の
期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算出しておりま
す。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
（株式併合後の配当及び連結業績予想について）
当社は、平成30年６月28日開催の第53回定時株主総会におきまして株式併合の件が承認可決され、平成30年10月１
日を効力発生日として、当社普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。なお、株式併合の影
響を考慮しない場合の平成31年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。
１ 平成31年３月期(予想)の１株当たり配当金：５円
２ 平成31年３月期連結業績予想(通期)の１株当たり当期純利益：45円04銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、売上高および営業利益を重要な経営指標と位置付けており、エレクトロニクス事業においては、

ドライブレコーダー、レーダーディテクター、車載用モニターの新機種などの新規製品を積極的に販売展開しており

ます。また、前年度に引き続き、生産コストや販売費及び一般管理費の見直しを継続的に実施しております。不動産

事業においては、不動産の売買を積極的に展開していく方針です。当社グループ全体では、前年度と比較して売上高

および営業利益ともに増加しております。

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高16,062百万円(前年同四半期比34.7％増)、営業利益

1,856百万円(前年同四半期比6.8％増)、経常利益1,909百万円(前年同四半期比6.1％増)、親会社株主に帰属する四半

期純利益1,233百万円(前年同四半期比19.0％減)となりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

《《《《《エレクトロニクス事エレクトロニクス事エレクトロニクス事エレクトロニクス事エレクトロニクス事業業業業業》》》》》

当事業では、主に、無線通信・応用機器、デジタル家電機器、電話関連機器の製造販売を行ってまいりました。当

事業の売上高は9,458百万円(前年同四半期比2.5％減)となりました。製品区分別の内訳は主に次のとおりでありま

す。

〔無線通信・応用機器〕

当区分では、北米市場においてレーダーディテクターの販売が好調に推移し、大手量販店のベストバイ、オンライ

ンリテーラーのビーチトレーディングカンパニー等への売上が増加する要因となりました。またオセアニア市場では

ワイアレスセキュリティカメラの販売が引き続き好調に推移しております。一方前期に東南アジア市場にてスポット

として売上のありました海上無線機販売は今期見込めませんでした。当区分全体では売上台数93万台(前年同四半期

比2.4％増)、売上高7,233百万円(同7.6％増)となりました。

〔デジタル家電機器〕

　当区分では、国内市場での車載用チューナーの需要減により、販売台数、販売金額がそれぞれ減少しております。

当区分全体では売上台数3.4万台(前年同四半期比33.9％減)、売上高810百万円(同19.7％減)となりました。

〔電話関連機器〕

　当区分では、オセアニア市場において、マーケットシェアは首位を維持しているものの、全体的に市場規模の縮小

傾向が続き、主力製品であるコードレス電話の売上が減少しております。当区分全体では売上台数25万台(前年同四

半期比39.1％減)、売上高は1,153百万円(同34.4％減)となりました。

《《《《《不動産事不動産事不動産事不動産事不動産事業業業業業》》》》》

当事業では、前年度までに賃貸事業の収益を安定的に計上する体制を整え、当年度においては販売事業を積極的に

推し進めました。その結果、当事業全体では、売上高6,604百万円（前年同四半期比196.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は20,517百万円(前期末比93百万円増)となりました。これは、主として現

金及び預金が2,142百万円、受取手形及び売掛金が165百万円、原材料及び貯蔵品が242百万円、商品及び製品が431百

万円、それぞれ増加し、販売用不動産が2,884百万円、その他流動資産が58百万円、それぞれ減少したこと等による

ものです。

固定資産は16,468百万円(前期末比77百万円減)となりました。これは、有形固定資産が135百万円、無形固定資産

が29百万円、それぞれ減少し、投資その他の資産が88百万円増加したことによるものです。

この結果、資産合計は36,985百万円(前期末比16百万円増)となりました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は4,131百万円(前期末比375百万円増)となりました。これは、主として未

払法人税等が348百万円、支払手形及び買掛金が211百万円、役員賞与引当金が60百万円、それぞれ増加し、その他流

動負債が156百万円、１年内返済予定の長期借入金が79百万円、未払費用が30百万円、それぞれ減少したこと等によ

るものです。

固定負債は2,654百万円(前期末比1,689百万円減)となりました。

この結果、負債合計は6,785百万円(前期末比1,314百万円減)となりました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は30,200百万円(前期末比1,330百万円増)となりました。これは、主と

して利益剰余金が1,233百万円、非支配株主持分が311百万円、為替換算調整勘定が81百万円、それぞれ増加し、資本

剰余金が294百万円減少したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の業績予想につきましては、平成30年５月14日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,654 10,796

受取手形及び売掛金 3,194 3,360

商品及び製品 792 1,224

販売用不動産 6,628 3,743

仕掛品 144 179

原材料及び貯蔵品 657 899

その他 380 321

貸倒引当金 △29 △8

流動資産合計 20,423 20,517

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,238 2,178

機械装置及び運搬具（純額） 127 114

工具、器具及び備品（純額） 315 312

土地 12,180 12,118

建設仮勘定 95 97

有形固定資産合計 14,957 14,821

無形固定資産 215 185

投資その他の資産

投資有価証券 639 650

その他 856 934

貸倒引当金 △123 △123

投資その他の資産合計 1,372 1,461

固定資産合計 16,545 16,468

資産合計 36,969 36,985
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 787 999

短期借入金 521 545

1年内返済予定の長期借入金 188 108

未払費用 795 765

未払法人税等 522 871

賞与引当金 107 110

役員賞与引当金 17 77

製品保証引当金 23 18

その他 791 635

流動負債合計 3,755 4,131

固定負債

長期借入金 3,891 2,249

その他 452 404

固定負債合計 4,343 2,654

負債合計 8,099 6,785

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 28,851 28,557

利益剰余金 59 1,292

自己株式 △7,335 △7,336

株主資本合計 39,575 40,513

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △11,013 △10,932

その他の包括利益累計額合計 △11,013 △10,932

非支配株主持分 308 619

純資産合計 28,869 30,200

負債純資産合計 36,969 36,985
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 11,928 16,062

売上原価 7,335 11,003

売上総利益 4,592 5,059

販売費及び一般管理費 2,853 3,202

営業利益 1,738 1,856

営業外収益

受取利息 6 12

受取配当金 1 1

為替差益 61 90

デリバティブ評価益 0 －

持分法による投資利益 0 －

作業くず売却益 2 7

その他 5 8

営業外収益合計 79 119

営業外費用

支払利息 15 15

寄付金 1 32

持分法による投資損失 － 11

その他 2 7

営業外費用合計 19 67

経常利益 1,799 1,909

特別利益

固定資産売却益 57 43

特別利益合計 57 43

特別損失

固定資産除売却損 13 －

特別損失合計 13 －

税金等調整前四半期純利益 1,842 1,952

法人税、住民税及び事業税 208 478

法人税等調整額 10 △71

法人税等合計 218 407

四半期純利益 1,624 1,544

非支配株主に帰属する四半期純利益 101 311

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,522 1,233
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 1,624 1,544

その他の包括利益

為替換算調整勘定 71 58

持分法適用会社に対する持分相当額 13 22

その他の包括利益合計 85 81

四半期包括利益 1,709 1,626

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,608 1,314

非支配株主に係る四半期包括利益 101 311
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

米国会計基準を採用する米国の連結子会社を除く、海外連結子会社において、第１四半期連結会計期間よりIFRS第

９号（金融商品）およびIFRS第15号（顧客との契約から生じる収益）を適用しております。

当該会計基準の適用が当社の四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微です。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

エレクトロ
ニクス事業

不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 9,700 2,227 11,928 11,928 － 11,928

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

51 － 51 51 △51 －

計 9,752 2,227 11,980 11,980 △51 11,928

セグメント利益 1,264 474 1,738 1,738 － 1,738

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

エレクトロ
ニクス事業

不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 9,458 6,604 16,062 16,062 － 16,062

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

45 － 45 45 △45 －

計 9,504 6,604 16,108 16,108 △45 16,062

セグメント利益 802 1,053 1,856 1,856 － 1,856

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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